
令和８年度　評価規準
学校名：江戸川区立小岩第一中学校

教科 学年

4

13第３部　日本のさまざまな地域
第２章　日本の地域的特色

「自然環境」「人口」「資源・エネルギーと産業」「交通・通信の項
目」を取りあげ、分布や地域などに着目して、課題を追究したり解
決したりする活動を通して、以下の資質・能力を身につける。
➀日本の地形や気候の特色、海洋に囲まれた日本の国土の特
色、自然災害と防災への取組などを基に、日本の自然環境に関
する特色を理解する。
➁少子高齢化の課題、国内の人口分布や過疎・過密問題などを
基に、日本の人口に関する特色を理解する。
➂日本の資源・エネルギー利用の現状、国内の産業の動向、環
境やエネルギーに関する課題などを基に、日本の資源・エネル
ギーと産業に関する特色を理解する。
➃国内や日本と世界との交通・通信網の整備状況、これを活用し
た陸上、海上輸送などの物流や人の往来などを基に、国内各地
の結び付きや日本と世界との結び付きの特色を理解する。
➄各項目に基づく地域区分を踏まえ、我が国の国土の特色を大
観し理解する。
➅日本や国内地域に関する各種の主題図や資料を基に、地域区
分をする技能を身につける。
➆各項目について、それぞれの地域区分を、地域の共通点や差
異、分布などに着目して、多面的・多角的に考察し、表現する。
➇日本の地域的特色を、各項目に基づく地域区分などに着目し
て、それらを関連付けて多面的・多角的に考察し、表現する。
➈自然災害への対応や人口減少に伴う少子高齢化など、身近な
地域や生活との関わりに着目しながら日本の地域的な課題につ
いて、主体的に追究する。

日本の地域的特色を、自然環境
や人口、資源・エネルギー、産業、
交通・通信の視点から、写真、図
版、地図、雨温図など、さまざまな
資料を適切に選択して読み取り、
理解している。

日本の自然環境や人口、資源・エ
ネルギー、産業、交通・通信など
の地域的特色が、どのように変化
し、どのような課題を抱えているの
か、多面的・多角的に考察し、表
現している。

自然災害への対応や人口減少に
伴う少子高齢化など、身近な地域
や生活との関わりに着目して、日
本の地域的な課題について、主体
的に追究しようとしている。

第３部　日本のさまざまな地域
第１章　身近な地域の調査

場所などに着目して、課題を追究したり解決したりする活動を通し
て、次の資質・能力を身につける。
➀観察や野外調査、文献調査を行う際の視点や方法、地理的な
まとめ方の基礎を理解する。
➁地形図や主題図の読図、目的や用途に適した地図の作成など
の地理的技能を身につける。
➂地域調査において、対象となる場所の特徴などに着目して、適
切な主題や調査、まとめとなるように、調査の手法やその結果を
多面的・多角的に考察し、表現する。

地図や景観写真、統計資料などを
的確に読み取る技能や、地域調
査を行う際の視点、方法を理解し
ている。

対象地域の地域的特色や課題を
とらえるために適切な地理的事象
を取りあげ、それらを多面的・多角
的に調査、考察している。

対象地域の特色や課題を主体的
に追究しようとしている。

社会（地理的分野） 第２学年
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九州地方の地形や気候などの
自然環境に関する特色を理解
し、九州地方の自然環境を生
かした産業や、防災の取り組
みについて、それらの課題を
理解している。

九州地方において、特色ある
人々の生活や産業が成立する
背景を、自然環境や、大陸・国
内との結び付き、地域の課題
などと有機的に関連付けて多
面的・多角的に考察し、表現し
ている。

九州地方について、よりよい社
会の実現を視野に、自然環境
と生活、産業との関わりについ
ての課題を主体的に追究しよ
うとしている。

第３部　日本のさまざまな地域
第３章　日本の諸地域
第２節　中国・四国地方

交通や通信を中核とした考察の仕方を基にして、
空間的相互依存作用や地域などに着目して、主題
を設けて課題を追究したり解決したりする活動を通
して、以下の資質・能力を身につける。
➀中国・四国地方について、その地域的特色や地
域の課題を理解する。
➁交通や通信を中核とした考察の仕方で取りあげ
た特色ある事象と、それに関連する他の事象や、
そこで生ずる課題を理解する。
➂中国・四国地方において中核となる事象の成立
条件を、地域の広がりや地域内の結び付き、人々
の対応などに着目して、他の事象やそこで生ずる
課題と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察
し、表現する。
➃中国・四国地方について、よりよい社会の実現を
視野に、交通・通信網の整備に伴う産業の発展や
地域の活性化に向けた努力などについて、主体的
に追究する。

地図や資料から、中国・四国地
方の交通・通信網による結び
付きの変化と、それに関連する
産業や生活の変化や課題につ
いて理解している。

中国・四国地方の結び付きの
変化や産業の変容について、
人や物の移動の量や方向、
人々の工夫などと有機的に関
連付けて、多面的・多角的に考
察し、表現している。

中国・四国地方について、より
よい社会の実現を視野に、交
通・通信網の整備に伴う産業
の発展や地域の活性化に向け
た努力などについて、主体的
に粘り強く追究しようとしてい
る。

第３部　日本のさまざまな地域
第３章　日本の諸地域
第１節　九州地方

自然環境を中核とした考察の仕方を基にして、空間的相互依存
作用や地域などに着目して、主題を設けて課題を追究したり解決
したりする活動を通して、以下の資質・能力を身につける。
➀九州地方について、その地域的特色や地域の課題を理解す
る。
➁自然環境を中核とした考察の仕方で取りあげた特色ある事象
と、それに関連する他の事象や、そこで生ずる課題を理解する。
➂九州地方において中核となる事象の成立条件を、地域の広が
りや地域内の結び付き、人々の対応などに着目して、他の事象や
そこで生ずる課題と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察
し、表現する。
➃九州地方について、よりよい社会の実現を視野に、自然環境と
生活、産業との関わりについての課題を主体的に追究する。
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第３部　日本のさまざまな地域
第３章　日本の諸地域
第３節　近畿地方

環境保全を中核とした考察の仕方を基にして、空
間的相互依存作用や地域などに着目して、主題を
設けて課題を追究したり解決したりする活動を通し
て、以下の資質・能力を身につける。
➀近畿地方について、その地域的特色や地域の課
題を理解する。
➁環境を中核とした考察の仕方で取りあげた特色
ある事象と、それに関連する他の事象や、そこで生
ずる課題を理解する。
➂近畿地方において中核となる事象の成立条件
を、地域の広がりや地域内の結び付き、人々の対
応などに着目して、他の事象やそこで生ずる課題と
有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し、表
現する。

地図や資料を活用し、近畿地
方の自然環境や歴史的景観の
保全などの特色ある事象を読
み取り、近畿地方の地域的特
色を理解している。

自然環境や歴史的景観の保全
に関わる取り組みを、人口の
分布や住民の生活および産業
の変化などと関連付けながら、
原因と対策、効果の面から多
面的・多角的に考察し、表現し
ている。

近畿地方について、よりよい社
会の実現を視野に、自然環境
や歴史的景観の保全の視点か
らみた人々の生活や産業の課
題を、主体的に追究しようとし
ている。

第３部　日本のさまざまな地域
第３章　日本の諸地域
第４節　中部地方

産業を中核とした考察の仕方を基にして、空間的相互依存作用
や地域などに着目して、主題を設けて課題を追究したり解決した
りする活動を通して、以下の資質・能力を身につける。
➀中部地方について、その地域的特色や地域の課題を理解す
る。
➁産業を中核とした考察の仕方で取りあげた特色ある事象と、そ
れに関連する他の事象や、そこで生ずる課題を理解する。
➂中部地方において中核となる事象の成立条件を、地域の広が
りや地域内の結び付き、人々の対応などに着目して、他の事象や
そこで生ずる課題と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察
し、表現する。

さまざまな資料を活用し、中部
地方の三つの地域の産業の特
色と変化を読み取ることができ
るとともに、それぞれの自然環
境の特色から異なる産業が発
達したことを理解している。

中部地方の三つの地域におい
て、それぞれ異なる産業が発
達・変化した背景について、多
面的・多角的に考察し、表現し
ている。

産業の視点からみた中部地方
の特色について、自然環境の
課題の克服に関する人々の工
夫・努力に関心をもちながら、
主体的に粘り強く追究してい
る。
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第３部　日本のさまざまな地域
第３章　日本の諸地域
第５節　関東地方

人口や都市・村落を中核とした考察の仕方を基にして、空間的相
互依存作用や地域などに着目して、主題を設けて課題を追究した
り解決したりする活動を通して、以下の資質・能力を身につける。
➀関東地方について、その地域的特色や地域の課題を理解す
る。
➁人口や都市・村落を中核とした考察の仕方で取りあげた特色あ
る事象と、それに関連する他の事象や、そこで生ずる課題を理解
する。
➂関東地方において中核となる事象の成立条件を、地域の広が
りや地域内の結び付き、人々の対応などに着目して、他の事象や
そこで生ずる課題と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察
し、表現する。
➃関東地方について、よりよい社会の実現を視野に、人口の集中
の視点からみた人々の生活や産業などの地域的特色を主体的に
追究する。

関東地方の自然環境や産業の
特色を、人口の集中との関わ
りに着目し、地図や統計、分布
図などから読み取るとともに、
人口の集中と都市圏の拡大に
伴う課題を理解している。

関東地方に人口が集中する理
由を、第3次産業の発達のほ
か、他地域や海外との結び付
き、自然環境の特色などに着
目し、多面的・多角的に考察
し、表現している。

関東地方について、よりよい社
会の実現を視野に、人口の集
中の視点からみた人々の生活
や産業などの地域的特色を主
体的に粘り強く追究している。

第３部　日本のさまざまな地域
第３章　日本の諸地域
第６節　東北地方

生活・文化を中核とした考察の仕方を基にして、空間的相互依存
作用や地域などに着目して、主題を設けて課題を追究したり解決
したりする活動を通して、以下の資質・能力を身につける。
➀東北地方について、その地域的特色や地域の課題を理解す
る。
➁生活・文化を中核とした考察の仕方で取りあげた特色ある事象
と、それに関連する他の事象や、そこで生ずる課題を理解する。
➂東北地方において中核となる事象の成立条件を、地域の広が
りや地域内の結び付き、人々の対応などに着目して、他の事象や
そこで生ずる課題と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察
し、表現する。
➃東北地方について、よりよい社会の実現を視野に、自然環境や
交通網の整備の視点から地域的特色を主体的に追究する。

地図や写真などから、東北地
方の自然環境や文化などの特
色、産業の変化を読み取り、地
域的特色や課題について理解
している。

東北地方の人々の生活や文
化、産業の発達と、自然環境
や交通網の広がりはどのよう
に関わっているのか、多面的・
多角的に考察している。

東北地方について、よりよい社
会の実現を視野に、自然環境
や交通網の整備の視点から地
域的特色を主体的に粘り強く
追究している。
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冷涼な自然環境の影響を受け
る人々の生活や産業の特色
を、他地域との結び付きや厳し
い自然環境を克服するための
工夫などと関連付けて多面的・
多角的に考察している。

北海道地方について、よりよい
社会の実現を視野に、冷涼な
自然環境を生かした人々の生
活や産業の特色や工夫を、主
体的に粘り強く追究している。

第４部　地域の在り方 空間的相互依存作用や地域などに着目して、課題
を追究したり解決したりする活動を通して、次の事
項を身につける。
➀地域の実態や課題解決のための取組を理解で
きる。
➁地域的な課題の解決に向けて考察、構想したこ
とを適切に説明、議論しまとめる手法について理解
する。
➂地域の在り方を、地域の結び付きや地域の変
容、持続可能性などに着目し、そこで見られる地理
的な課題について多面的・多角的に考察、構想し、
表現する。
➃地域の発展や持続可能な社会を目指すために、
これからの地域の在り方について関心をもち、主体
的に追究する。

解決に向けて考察・構想したこ
とを適切に説明するとともに、
地域の実態や課題解決の取り
組みについて理解している。

地域の在り方を、地域の結び
付きや地域の変容、持続可能
性などに着目し、そこでみられ
る地理的な課題について多面
的・多角的に考察・構想してい
る。

地域の発展や持続可能な社会
を目指すために、これからの地
域の在り方について関心をも
ち、主体的に粘り強く追究して
いる。

第３部　日本のさまざまな地域
第３章　日本の諸地域
第７節　北海道地方

自然環境を中核とした考察の仕方を基にして、空
間的相互依存作用や地域などに着目して、主題を
設けて課題を追究したり解決したりする活動を通し
て、以下の資質・能力を身につける。
➀北海道地方について、その地域的特色や地域の
課題を理解する。
➁自然環境を中核とした考察の仕方で取りあげた
特色ある事象と、それに関連する他の事象や、そこ
で生ずる課題を理解する。
➂北海道地方において中核となる事象の成立条件
を、地域の広がりや地域内の結び付き、人々の対
応などに着目して、他の事象やそこで生ずる課題と
有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し、表
現する。
➃北海道地方について、よりよい社会の実現を視
野に、冷涼な自然環境を生かした人々の生活や産
業の特色や工夫を主体的に追究する。

北海道地方の冷涼な気候の特
色を理解するとともに、厳しい
自然環境のなかで暮らす人々
の生活の工夫や、自然環境を
生かして発展させてきた産業
の特色を理解している。


